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The Kansai Electric Power Co., Inc.

官民連携による流域治水・水力発電の最大化の推進について
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内閣官房水循環政策本部事務局

【背景・課題】
大雨の発生頻度は増加する一方で、無降
水日も増加しており、雨の降り方が極端化。
世界規模で異常気象が発生し、大規模な
自然災害が増加
二酸化炭素排出量の削減は急務

一部の流域では、官民連携の下、流域一
体でカーボンニュートラルを目指す取組を
実施

【新たな基本計画における取組例】

流域一体でのカーボンニュートラルに向けた取組を推進

全国の各種ダム等のインフラを最大限活用し、DXの導入や流域の関係者
の連携による最適な水管理を徹底し、官民連携による水力発電の最大化
等を推進

上下水道施設等施設配置の最適化（上流からの取水、汚水処理の集約や
施設の統廃合）による省エネルギー化を推進

森林の整備や保全による温室効果ガスの吸収源対策を推進

渇水対策や治水対策などの適応策を推進

３．2050年カーボンニュートラル等に向けた地球温暖化対策
の推進

新たな水循環基本計画において「重点的に取り組む主な内容」と主な取組例

４．健全な水循環に向けた流域総合水管理の展開

【新たな基本計画における取組例】

あらゆる関係者により、 AIやデジタル技術などを活用して、流域

治水、水利用、流域環境の保全等に一体的に取り組み、「水災
害による被害の最小化」、「水の恵みの最大化」、「水でつなが
る豊かな環境の最大化」を目指す「流域総合水管理」を各流域
の特性を踏まえつつ、全国へ展開

地方公共団体等が流域内での水循環に係る課題や水循環施
策を定める流域水循環計画に流域総合水管理の考え方を取り
入れられるよう、有識者となる水循環アドバイザーの派遣や手
引の改定などにより支援

【背景・課題】

水循環に関する課題は様々で、地域の特性・特徴も異なるため、
地域の実情に応じた水循環の在り方が重要

流域マネジメントの実施に当たっては、治水のみならず、水利用
及び環境の各目的においても、流域のあらゆる関係者が協働し
た総合的な取組を行うことが重要

水循環アドバイザー制度の実施状況

「流域マネジメントの手引き」
※今後改定予定

職員向けの勉強会

講演会

ダムの運用の高度化
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棒グラフ（緑）：各年の日降水量1.0mm以上の年間日数（全国の51地点
における平均で１地点当たりの値）
太線（青）：５年移動平均値
直線（赤）：長期変化傾向（この期間の平均的な変化傾向） 出典：気象庁
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